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様式第3号(第9条関係) 
会議結果 

 次の附属機関等の会議を下記のとおり開催した。 

附属機関等の名
称 

 平成３０年度 第２回社会教育委員会 

開 催 日 時  平成３０年１１月２２日（木）午後２時から午後２時３５分 

開 催 場 所  みよし市役所３階 研修室３ 

出 席 者 

委員長 秋松成喜 

副委員長 鈴木輝二 

委員 野口尚子、大地由美子、中村有里、長谷 勝、岡本清則、 

江端義嗣 

 

山崎教育部次長兼教育行政課長、林資料館長、深谷スポーツ課長、 

岡田生涯学習推進課長、増岡主査、吉野主事 

 

（計１４名） 

 

傍聴者：０人 

欠席者：３人 

次回開催予定日 平成３１年２月下旬 

問 合 せ 先 

みよし市教育委員会教育行政課 担当者名 増岡 

電話番号 ０５６１－３２－８０２８ 

ファックス番号 ０５６１－３４－４３７９ 

メールアドレス kyouiku@city.aichi-miyoshi.lg.jp 

下欄に掲載する
も の 

・議事録全文 

・議事録要約 
要約した理由   

審 議 経 過 

＜内容＞ 
１ あいさつ 
２ 協議事項 
（１）平成３０年度前期社会教育・生涯学習活動報告について 

ア 生涯学習講座等について（資料№1） 
イ 家庭教育推進事業について（資料№2） 
ウ 文化振興事業について（資料№3） 

３ 報告事項 
（１）東海北陸社会教育研究大会参加報告について（資料№4） 
４ その他 
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≪会議録≫ 
開会 
事務局 
 
 
 
 
１あいさつ 
秋松委員長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
事務局 
 
 
 
山崎教育部次長

兼教育行政課長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
事務局 
 
 
 
２協議事項 
秋松委員長 

 
 
 
 
岡田生涯学習推

 
 
 定刻となりましたので、ただいまより、平成３０年度第２回社会教育委員会を 
開催いたします。 
本日の会議は、中山委員、坂口委員、橋本委員が所用により欠席されるという

ご連絡をいただいておりますので、よろしくお願いします。 
 それでは初めに、秋松委員長にごあいさつをお願いします。 
 

本年度第２回の社会教育委員会にお忙しい中お集まりいただきまして、ありが
とうございます。本日の報告事項となっておりますが、先月の１８日、１９日に
東海北陸社会教育大会が大垣市で、約８００人が参加して開催されました。初日
の全体会に引き続きまして、２日目は５つの分科会に分かれてそれぞれ２組の話
題提供者の発表を基に協議・検討が行われました。愛知県では高浜市が第１部分
科会で話題を提供いただきました。 
各支部でも同様な形で研修会を行っていますが、来年１月の西三河支部研修会

では、安城市と知立市から話題を提供・事例発表をしていただきます。来年度の
支部研修会では、みよし市と碧南市が事例発表する当番となっています。皆さま
方の英知をお借りして準備を進めてまいりたいと考えていますので、よろしくご
協力のほどお願いします。 
 
 ありがとうございました。 
 続きまして、事務局、山崎教育部次長兼教育行政課長があいさつを申し上げま
す。 
 
本日はご多用の中、平成３０年度第２回みよし市社会教育委員会にご出席を賜

り、誠にありがとうございます。 
委員の皆様におかれましては、本年度におきましても、５月３１日に開催しま

した第１回社会教育委員会以降、委員長始め参加をお願い申し上げました委員の
皆様には、「県及び西三河の社会教育委員連絡協議会」や「県公民館連合会」、「県
外研修」、「人権教育」などの総会・研修会などにそれぞれお忙しい中、本市社会
教育委員として参加・活動いただいていることに対し、感謝を申し上げます。 
さて、この場をお借りして先の９月議会において、新しい教育委員１名が承認

されましたので、ご紹介させていただきます。５０代の女性で１０月より教育委
員会や学校訪問など委員活動を開始してされています。今回の承認で教育委員４
名のうち３名が女性となりました。よろしくお願い申し上げます。 
季節は間もなく１２月になろうとしております、今後、寒さが身にしみる時期

になりました。これからの時期は、インフルエンザの流行なども心配されてまい
りますので、委員の皆様におかれましては、ご健康などご自愛いただきたいと思
います。 
本日の会議では、「本年度前期の社会教育・生涯学習活動」、及び「東海北陸社

会研究大会」についての報告などを議題とさせていただいております。 
 活発なご議論をいただきますようお願い申し上げ、会議冒頭にあたってのあい
さつとさせていただきます。 
 
ありがとうございました。 
それでは、協議事項に入りますが、協議事項の取り回しを秋松委員長にお願い

いたします。 
 
 
 それでは、会議の進行につきまして、皆さんのご協力をいただきながら、進め
てまいりたいと思います。 
 協議事項に入ります。「平成３０年度前期社会教育・生涯学習活動報告につい
て」事務局より説明をお願いします。 
 
生涯学習推進課長の岡田です。資料№１をご参照ください。 
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進課長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
林資料館長 
 
 
 
 
 
 
 
深谷ｽﾎﾟｰﾂ課長 
 
 
 
 

生涯学習推進課が行う生涯学習活動事業は、主にサンライブ内中央図書館で開
催している「読書啓発事業」と、生涯学習センターで実施しています「みよし悠
学カレッジ事業」になります 
始めに読書啓発事業について、資料１ページをご覧下さい。 
読書啓発事業は、読書習慣を一層広めることで、より豊かな感性等を養い、今

後の生涯学習へと導くとともに、生きがいのあるまちづくりを目指すための事業
です。 
番号１「図書館のかがくあそび教室」は第三次こども読書計画に基づき、子ど

もたちが科学への関心を深め、探究心を養うことを目的に実施したもので、番号
２「漱石と子規「我輩は猫である」誕生の原点」は、近代の文学者たちの生き様
を知ることを通じて、より深い読書へと誘うための講演会です。 
後期での生涯学習に関連する計画につきましては、読書講演会を始め、一般や、

中高生、子どもとその保護者などを対象とした講演会やワークショップなど、六
つのイベントを予定しています。 
次に悠学カレッジ講座事業について説明させていただきます。資料は３ページ

から１１ページとなります。 
悠学カレッジ講座事業は、生涯学習基本計画の理念に基づき、自主的に学ぶた

めの機会を提供する事により、市民間の交流を深め、今後のまちづくりに繋げて
いくためのもので、１年を「春夏」、「秋冬」、「新春」の３期に分け、それぞれの
期毎に、みよしの自然・歴史・文化などについて学ぶ「生活創造講座」、語学や
異文化への理解を深める「国際理解講座」、パソコンなどの情報機器の操作を学
ぶ「情報・通信講座」を実施しています。また、これ以外にも、愛知教育大学と
の連携協定に基づく「公開講座」を実施しています。 
なお、今回の報告では、すでに終了している「春夏講座」のほか、「秋冬講座」

のうち、９月末までに終了した講座を対象とした資料としています。 
３ページの番号１から１０ページの番号５５までの５５講座が「春夏講座」、

番号５６から１１ページの番号６３までの８講座が「秋冬講座」となります。 
「春夏講座」「秋冬講座」として開催した６３講座のうち、番号１と番号５６

は大学との連携による公開講座となります。 
「生活創造講座」は、番号２から番号２４までと番号５７、５８の合わせて２

５講座で、回数は６２回、定員が３５０人で、延べ３２４人の受講がありました。 
「国際理解講座」は、番号２５から番号３４までと番号５９の合わせて１１講

座で、回数は７４回、定員が１８４人で、延べ１６８人の受講がありました。 
「情報・通信講座」は、番号３５から番号５５までと番号６０から番号６３ま

での合わせて２５講座で、回数は１１９回、定員が３２２人で、延べ２３９人の
受講がありました。 
次に、後期の計画ですが、秋冬講座のうち、今回対象外とさせていただきまし

た残りが６１講座、また１月から開始します新春講座が６６講座となります。ま
た、年間では大学との連携講座及び春夏・秋冬・新春をあわせ、合計で１９０講
座となります。内訳は、連携講座が２講座、生活創造が７７講座、国際理解が３
９講座、情報・通信が７２講座です。 
以上簡単ですが、説明とします。 

 
 １２ページからご参照ください。 
 石川家住宅管理事業では、石川家住宅歴史体感講座及びイベントを延べ９３
回、延べ１，１９９人の方が参加いただきました。 
 資料館展示事業では、縄文どきめき体験講座として「土器づくり」「石器づく
り」「野焼き」を行いました。また本年度から新たに「ドッキー作り」として土
器片を観察しながらクッキーを作る催しを開催しました。すべて夏休み期間中に
実施しています。 
 
資料１４ページをご覧下さい。スポーツ課で取り組んでいます生涯学習活動で

す。事業名称は、スポーツ教室開催事業、カヌー競技推進事業、総合型地域スポ
ーツクラブ運営補助事業になります。目的、ねらいについては、資料のとおりで
す。 
１番の幼児の親子体操教室から４番のスタンツ教室までは、市教育委員会が主
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山崎教育部次長

兼教育行政課長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

催しましたスポーツ教室です。２番、３番の幼児体育教室では、本年度の定員を
それぞれ５人増やしており、抽選で漏れる希望者の削減に努めております。スポ
ーツ教室への延べ参加者数は、１，７７５人でした。 
５番目カローリング交流会は、スポーツ推進委員が主管して実施している事業

で、定員に対し５２％の参加者ですが、昨年との比較では参加者数で１１人増加
しております。また、述べ人数１０５人は、スポーツ推進委員、運営ボランティ
アの皆さん、三好高校の生徒さんによるボランティアを含めた人数です。 
６番目のカヌー出前教室から８番の三好池Ｅボート交流会は、カヌー協会が主

催する事業です。この内６番目のカヌー出前教室は、昨年度から市内小学校のプ
ールを利用して要望のあった学校にカヌー艇を持ち込み実施したものです。本年
は５小学校、１中学校から希望があり、合計６８１人がカヌー乗ることができま
した。また、８番目のＥボート交流会は今年１５回目を向かえる大会ですが常時
２５チーム以上の参加を頂いております。本年度は２８チームの参加がありまし
た。 
以上３つの事業の参加者総数は１，０６７人で前年度の１．６１倍の参加者で

した。 
９番から１１番は市内にあります総合型地域スポーツクラブの活動状況です。

受講者数欄の数値は現在登録している会員数で、総数としては１，９８４人で、
前年度より１３３人増加しております。 
 後期の計画では、スポーツ教室は９月から後期教室を開催しております。また、
１２月１５日にレクリエーションスポーツフェスタを総合体育館で開催する予
定で準備をしています。 
 カヌー関係につきましてはシーズンオフですので、イベントは予定しておりま
せんが、カヌー艇に乗りたい希望者がお見えになれば、カヌー体験会として受入
を行ないます。 
 また、総合型地域スポーツクラブの活動は、年間計画により教室・講座が開催
されるように聞いております。 
 以上で説明を終わります。 
  
私からは、イ「家庭教育推進事業」とウ「文化振興事業」について説明いたし

ます。 
はじめに、「家庭教育推進事業について」、資料１８ページをお願いします。 
「いきいき子育て講座」につきましては、保育園・幼稚園児とその保護者を対

象とした講座で、公立保育園７園・私立保育園３園・私立幼稚園６園の市内１６
園すべてにおいて開催します。このうち１３講座（公立保育園４園、私立保育園
３園、私立幼稚園６園）が前期に開催されました。合計で１，０９０人が受講さ
れました。講座の内容、講師、開催日時、会場、参加人数等につきましては、資
料に掲載させていただいておりますので、ご覧ください。 
次に、資料２０ページからの小学生の保護者を対象とした「家庭教育学級」に

つきましては、市内８小学校において、それぞれ３回～６回の開催回数で計画さ
れており、１１月２２日現在で延べ２３回開催されています。 
資料は９月までに実施されました１６回を掲載しています。受講者は４４４人

となっています。講座の内容、講師、開催日時、会場、参加人数等につきまして
は、資料２０ページから２２ページに掲載させていただいておりますので、ご覧
ください。 
次に、資料２３ページの中学生の保護者を対象とした「思春期家庭教育講座」

につきましては、市内４中学校において１回ずつ計画されており、１１月２２日
現在、４校全てで実施されました。 
資料は９月までに実施されました１校、北中学校分を掲載しています。受講者

は５３人となっています。他の３校については、１１月に開催しています。講座
の内容、講師、開催日時、会場、参加人数等につきましては、資料に掲載させて
いただいておりますので、ご覧ください。 
続いて、「ウ 文化振興事業について」、資料２６ページをお願いします。 
「文化振興事業」のうち、サンアートの指定管理者であるホーメックスグルー

プ共同企業体が行った事業です。４月から９月までに１９件の事業を開催してい
ます。 
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秋松委員長 
 
 
秋松委員長 
 
 
 
岡田生涯学習推

進課長 
 
 
秋松委員長 
 
鈴木副委員長 
 
 
 
岡田生涯学習推

進課長 
鈴木副委員長 
 
 
岡田生涯学習推

進課長 
 
 
大地委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
秋松委員長 
 
長谷委員 
 
 
岡田生涯学習推

進課長 
 
 
鈴木副委員長 
 
 
岡田生涯学習推

定例の「ロビーコンサート」６回、「みよしいいじゃん大学」３回のほか、１
１番の「サンアートフェスタ」、１２、１３番の「ふるさと会館庭園コンサート」、
１７番の「名探偵ヤマダコタロウ・ナゾトキシアター」、１９番の「吉本ミニ新
喜劇＆バラエティーショー」など、多くのイベントが開催され、９，１９２人の
方に参加、ご来場いただきました。 
以上、「家庭教育推進事業について」「文化振興事業について」の説明とさせて

いただきます。 
 
 ありがとうございました。一括で説明させていただきましたが、只今の説明に
つきましてご質問等ございましたらお願いします。 
 
 私からで申し訳ありませんが、悠学カレッジ講座事業の３５、４５、６３の事
業は、申込みが尐なくて事業を中止されたのですか。この講座について継続・中
止等の検討はされるのですか。 
 
 受講者数が記入されていない事業は、申込みが定員に達しなかったため開催に
至らなかったものです。継続して実施するかについては今後検討してまいりたい
と考えています。 
 
 他にございませんか。 
 
 ４ページの№１１と１２について、非常に人気が高く申込み人数が多い講座で
すが、実際の参加者数は定員より尐なくなっていますが、キャンセル等があった
のですか。 
 
 当日ご都合により欠席されたものです。 
 
 当日のキャンセルですので補充はできなかったということですね。当日等のキ
ャンセルの場合、補欠の人が入れるようなことは考えてみえないですか。 
 
 当日のキャンセルの場合は難しいです。 
 当日、前日の場合は難しいですが、それより前であれば、受講者補欠の優先順
を付けていますので、繰り上げて参加案内をさせていただいています。 
 
 いきいき子育て講座の目的に家庭教育のあり方を見つめ直すとあります。№
４、５、９、１１講座などの育て方支援をやっていくと、そこを聞きたいと思わ
れる方が多いのではないかと思います。一緒になってスポーツする、遊ぶといっ
た講座もいいと思いますが、育て方支援といった内容や今テレビ等でも取り上げ
られていますが、発達障害や不登校などの問題があると思いますので、そういう
問題をいきいき子育て講座や思春期家庭教育講座などで扱うと、きっと困ってい
る方がたくさんいると思っているので、そういう方向で講座を開催していくと良
いのではないかと思います。 
 
 事務局のみなさん、参考にしていただきたいと思います。 
 
 講座を企画するにあたって、市民の方々から要望を取るようなことをされてい
るのですか。 
 
 悠学カレッジについては、特段市民の皆さんから要望を出してくださいという
ようなことはしてはいませんが、こういった講座があったらいいよといったお話
は伺っています。 
 
 愛知教育大学とのコラボ事業をされていますが、愛知教育大学には天文部があ
ると思いますが、そういった部門での講座は開催できませんか。 
 
 検討させていただきます。 



6 

 

進課長 
山崎教育部次長

兼教育行政課長 
 
 
岡本委員 
 
 
 
長谷委員 
 
 
岡田生涯学習推

進課長 
 
 
秋松委員長 
 
 
江端委員 
 
 
３報告事項 
秋松委員長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
秋松委員長 
 
４その他 
秋松委員長 
 
 
事務局 
 
 
 
秋松委員長 
 
 
 
事務局 
 

 
 愛知教育大学との連携講座は、愛知教育大学がメニューを作成し提示され、そ
れを近隣市町で何を実施するか調整しています。今のメニューの中には天文関係
はなかったと思います。 
 
 生涯学習発表会が年明けに開催されると思いますが、今年の開催でいろいろ不
満等が出たということを聞いているので、今年の反省や意見を参考にして、より
良い発表会にしていただきたいと思います。 
 
 生涯学習講座について、市が開催する講座とは別に行政区でも講座を開催して
います。区で行う講座は定員に余裕があります。 
 
 生涯学習事業の補助金のことだと思います。各行政区で開催されているところ
と開催されていないところもある状況ですので、来年度今の補助制度をより使い
やすいようにできるよう見直しを進めているところです。 
 
 家庭教育推進事業で各学校がこんなことをやっているよといった情報交換す
る場はあるのですか。 
 
 小学校の家庭学校学級は２０人未満だと開催できませんので、苦労していま
す。南部小では本年度社会見学を行いました。家庭教育に関わる勉強をしながら
和気あいあいとやれるように、各学校で工夫して行っています。 
 
 ありがとうございました。 
 それでは、３の報告事項に移ります。 
 東海北陸社会教育研究大会の参加報告についてですが、事務局含め５名が出席
しました。初日の全体会に続き、２日目は５つの分科会が開催されました。第１
分科会「家庭教育支援」、第２分科会「青尐年の健全育成」、第３分科会「地域文
化の振興」、第４分科会「地域の活性化」、第５分科会「社会教育委員の役割と課
題」が主題でした。参加した皆さん、それぞれの分科会に分かれまして出席いた
だきました。本来であれば参加された皆さんに発表をお願いするところですが、
本日の会議では、資料として研修報告を取りまとめさせていただいていますの
で、ご一読いただき、質疑、応答のみとさせていただきたいと思います。 
 
 ご質問等ありましたら、お願いします。 
 
 
 特に無いようですので、次第４のその他について事務局より説明をお願いしま
す。 
 
 第３回の社会教育委員会の予定 
平成３１年新年あいさつ会のご案内 の説明 

 
 
ありがとうございました。 
本日の議事はすべて終了いたしました。ご協力ありがとうございました。進行

を事務局へお返しします。 
 
以上で第２回社会教育委員会を終了させていただきます。 

 


